
製品・新製品のご紹介

２０２２新年号は筒井工業㈱、㈱ヒバラコーポレーション、ナトコ㈱、サメス・クレムリ

ン㈱様からご依頼がございました。

１．筒井工業㈱ コンサルティング事業部  ツツイ式 Ｔ-ＣＸ

   ＬＡＢプロファイルⓇ&コーチング リアル３日間コースのご紹介   

２．㈱ヒバラコーポレーション

   ＨＩＰＡＸⅡ設備状態監視システム〔基本性能〕〔活用事例〕のご紹介

   今回はサポイン事例として特別仕様としました。

３．ナトコ㈱

   ＳＩＡＡマーク登録 抗ウィルス粉体 のご紹介

４．サメス・クレムリン㈱

   相模原ロボティック塗装ラボオープンのご紹介他

   溶剤系の塗装機ですが非静電ベル『ナノベル 801』と二次霧化技術『エアミックス』

   のご紹介も入っています。

尚、掲載は申込順です。

この製品・新製品のご紹介ページはパウダー協会員会社の中で特にご紹介したい製品、特

に新製品のご紹介を無料で行っています。一回の発刊で３社（基本２Ｐ）までとしていま

す。ご活用下さい。

今号は新年号ということもありかなりサービス掲載させていただいております。

                                    事務局
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LABLABプロファイルプロファイル🄬🄬 ＆＆＆コーチング
リアル3日間コース

心理学的アプローチで、信頼関係を構築し、行動変容を促す

開催日時：2022年 4月12日（火） 9：0０～18：00

4月26日（火） 9：00～18：00

5月１７日（火） 9：00～17：00

リアル対面形式（愛知県半田市内会議室）

・自分で考えて行動してくれない… ・やらされ感、ひとごと、他責…

・モチベーションが上がらない…    ・会議で意見が出ない、お通夜ムード…

・離職が止まらない… ・部署間、チーム内の連携ができない…

・しくみや制度の運用がしっくりこない…

LABプロファイル®トレーナー

筒井工業㈱ 代表取締役

前島 靖浩

・信頼関係を構築し、相手に適切に伝え・説得できる。

・やる気を削ぐ言葉を減らし、相手をやる気にさせる。

・部下や社員が自主的に考え、行動し、成果を出せる。

・会議を活性化し、会議後の前向きな行動を引き出す。

・イライラ、怒り、叱責が減り、心が穏やかになる。

・充実感のあるマネジメントが実現できる。

LABプロファイル🄬＆コーチング スキル習得により得られるもの

さらに…

・職場の雰囲気が良くなり、離職が止まる。優秀人財を採用できる。

・難しい仕事に全社一丸となって取り組めるようになり、利益率や生産性が向上する。

・しくみや制度の運用に、社員が前向きに取り組むので、望む成果が得られる。

お申込みは、
ＱRコードより
お願いします！

申込み締め切り

3月28日（月）

LABプロファイル🄬＆コーチング スキル習得により得られるもの

製品紹介１



【リアル3日間セミナーのご案内】　　受講費用：　132,000円（3日間合計・税込み）

ご受講までの流れ

【ご注意】　

お問い合わせ・お申込み 〒475-0021　愛知県半田市州の崎町2-112

筒井工業株式会社　コンサルティング事業部 Tel　0569-28-4225

LABプロファイルトレーナー mail Info@tsutsuik.co.jp
NLPプロフェッショナルコーチ（ＩＣＦ認定コース）修了

前島　靖浩

新型コロナウィルス感染症の状況により、Web開催または中止の判断をすることがあります。中止の際は手
数料を引いた全額を返金致します。

３つの基本ステップ

パターンに合致しない言葉は相手に響かず、行動しない

相手のパターンを会話から分析

↓

自分の言葉を相手のパターンに

チューニングし、話す

↓

相手が納得＆望む行動をとる

受講者さまからの声
感想

・説明がわかりやすかった

・実践ワークが多く、理解しやすかった

・スタッフさんのフォローにより、楽しく学べた

どんな学び？

・今までも同様なセミナーを受講したことがあるが、

今後一番実践してみようと思えるセミナーだった

・部下に対して、これまで如何に自分の考えを押し付けていたかが分かった

・部下を知ることができ、なぜやってくれないんだという思いが少なくなった

こんな人にオススメ
・経営者、次世代リーダー、課長クラス、学校の先生

・初めて部下を持った人、部下育成に悩みが多い人

・お客様や部下と深い信頼関係を築きたい人

・部下や社員の力を引き出したいマネージャー

・プレゼンや交渉での説得力を高めたい人

・家族や友人との関係をよりよくしたい人

セミナーの様子

LABプロファイル🄬とは？

お振込みは

三菱UFJ銀行半田支店

当座 No430536

キャンペーン特別価格！ 99,000円（税込） 25％OFF！

お申込み締め切り
2022年3月28日（月）
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製品紹介４

日本の自動車メーカーも多くご使用頂いている塗装機メーカー

無人化のロボティック塗装システムのソリューションをご提案

① 塗装作業者が不足
② 環境対策が急務
③ 塗装自動化にしたいが少量多品種で…など

以上のようなお客様のご要望にサメス・クレムリンがお答えします。

環境に厳しい欧州市場で長年培かわれたサメス・クレムリンの塗装機による圧倒的な塗着効率の高さで
短いタクトでも少量多品種でもロボット塗装機で補正無しで塗りきります。なぜそれが実現可能かと言うと

① 平面の塗着効率の高さ
② 奥への入り込みの良さ

圧倒的に塗着効率が高く被塗布物の凹部の塗装が可能な塗装ガンで塗装をするからなのです。静電
塗装では相まったこれらの性質を両立させ、どのような被塗物にも対応しやすい柔軟性の高い塗装ガンが
非静電ベル『ナノベル 801』と二次霧化技術『エアミックス』なのです。

例えばエアスプレーラインの実ラインの塗着効率 30％を 50%に上げると、年間塗料削減率はなんと 4
割です。（この数値は控えめです。実際にはもっと削減が可能なケースが多いです。）塗料コスト月
200万円だとしたら、月 80万円の削減が可能なのです。

さらにはこれらの塗装機は付帯効果としてミスト飛散が少なく、ブースやフィルタの清掃費の削減。更にエ
アミックスの場合はエアの使用量も削減、溶剤使用料の削減なども上げられます。



各塗装技術の平板ワークでの一般的な塗着効率

静電ベル塗装機は塗着効率は高いですが、投資金額も大きく、更なる安全対策が必要になり、設備の
変更、塗料の変更、社員への安全教育等で中規模、小規模の塗装ラインでの投資のハードルは高すぎ
る傾向にあります。また被塗布物の複雑形状塗装にはファラデーケージ現象により凹部に入りにくく、補正
が求められるケースが多々です。

サメス・クレムリン株式会社ではこれらの問題を鑑み、中規模、小規模ラインの手吹き工程の自動化推
進のお手伝いができればと考えております。少量多品種を塗装するお客様にも近年進化した最新のティ
ーチングのノウハウをご提案。お客様自らが自在にコントロールすることにより、どのような被塗物にも柔軟に
対応することができます。

そして今回はこれらの高塗着効率のロボティック塗装システムが体現頂けるようにサメス・クレムリン株式
会社では神奈川県相模原市にロボティック塗装が試せる相模原ロボティック塗装ラボを設けました。そし
てロボティック塗装システム全体をご提案できるようになりました。回転式粉体塗装機『イノベル』やロボティ
ック粉体ガン『イノガン』もトライ可能です。是非ともお客様の塗料とワークを持ち込んで頂きトライをしてい
ただけると幸いです。（お問合せ：marketing@sames-kremlin.com もしくはお電話にて）



     

       

戸﨑産業㈱様における外務省 JAPAN SDGs Action Platform 取得に関してのご報告

１月１７日に同社戸﨑社長様より下記ご連絡をいただきましたのでご報告致します。

（Email 内容）

弊社では以前より外務省 JAPAN SDGs Action Platform 取得に向けて準備を進めておりましたが先

日外務省より審査の結果、桜のモーチーフのジャパンロゴマークの使用許可を頂き、外務省の SDGｓホ

ームページに取組事例紹介で掲載されました事をご報告いたします。

JAPAN SDGs Action Platform ｜ 外務省 (mofa.go.jp)

上記のホームページに入って頂き、取組事例/企業/た行→と/で選択して頂きますと弊社の社名が出て

きますのでそこをクリックして頂きますと弊社ホームページの SDGｓの取組のページに入ることが出

来ます。

このジャパンロゴマーク取得の締切りは昨年１２月末日で、取組事例が掲載されているのも今年の３

月末までとなっていますが、ジャパンロゴマークはその後も使用を許可されます。依って、弊社では

「外務省 JAPAN SDGs Action Platform 取得会社」としてより一層の SGDｓ活動を進めていきたいと思

いますので今後とも宜しくお願い致します。

     桜のモーチーフのジャパンロゴマーク

          

                              

組合よりのトピックス
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「岳樺霧氷」
　南アルプス塩見岳の登山基地にあたる三伏峠に正月
登山で登る。冷え込んだ翌朝、森林限界にある岳樺林
は見事な霧氷に飾られていた。碧空を背景に霧氷はキ
ラキラと陽に映えて輝き、見事な冬の山岳光景だった。




